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生産しており、令和３年度においては 4,532 袋

（20kg／袋）の原原種を北海道中心に配布する

計画となっています。また、災害対策用雑穀種子

の生産では「キタワセソバ」を栽培し、輪作作物

としては緑肥エンバクや牧草などの栽培も行い地

力維持に努めています。 

基本ほについてはウイルス病対策の一環とし

て網掛け栽培を実施しています。原原種ほではカ

ルシウム資材施肥や殺虫殺菌剤のインファローシ

ステムによる植付時土壌施用による塊茎品質改善

に取り組んでいます。また、今年度からはGNSS・

自動操舵システムを導入し、作畦施肥、植付、管

理作業などにおいてトラクター作業の位置連動化

を進め、作業の高精度化を進めています。 

職員は１３名と小規模な職場でとても家庭的な

雰囲気で業務を進めています。業務は種苗生産と

品質管理の2チーム体制で職員はどちらかのチー

ムに配属されますが、全員体制で作業を進めるこ

とが多くどちらの作業も経験することができます。 

そのため若手職員も準中型免許限定解除、トラ

クター運転のための大型特殊免許、車両系建設機

械作業免許など必要なものを順次取得させていま

す。加えて、冬にはトラクターで除雪作業を行い

ますのでトラクターの運転スキルは上達します。  

北海道の大自然の中で種ばれいしょの栽培生産

技術をマスターしたい方は是非いらしてください。 

本年度も健全無病な原原種の生産配布に向け職

員一同努力してまいります。 

 

（後志分場長 嶋﨑 義久）

空っ風君による原原種の乾燥 

災害対策そば収穫 

基本ほ網掛け作業 

インファローを使用した植付け 

GNSS 自動操舵を使用した馬鈴薯植付け後 
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るということなのですが、なかなか難しく、特

に傾斜のあるほ場ではトラクターと作業機の

走る位置が異なるので不安になります。加えて、

植付の計画や実績のデータ整理を行っていた

ためか、この畦を失敗すると何袋損失する、と

いうのが頭に浮かび緊張感がありますが、同時

に楽しさも感じます。先日、先輩職員が中培土

した後を本培土したのですが、ハンドルから手

を離してもトラクターが畦の真ん中をまっす

ぐ走り続け、感動しました。私もいつかはそれ

くらい上手く、また、ばれいしょや雑草の状態

を見て、適した作業機部品や作業速度を判断で

きるようになりたいです。残るばれいしょ関連

の機械は就職のきっかけにもなったハーベス

ターですが、そちらも機会があれば挑戦したい

です。 

 

今はまだ事務でもほ場作業でも分からない

ことが多く、日々先輩職員を質問攻めにしてし

まいますし、失敗もありますが、指導の内容や、

なぜ失敗したのかをよく考え、今後に活かして

いきたいと思います。

 

 

    

嬬恋農場業務部遺伝資源チームの田中です。

平成 31 年度４月に採用となり、本所で 3 ヶ月

間の研修の後、同年７月から現在まで嬬恋農場

に勤務しています。嬬恋農場は標高約 1200ｍ

に位置し、夏は涼しく冬は非常に厳しい寒さに

なります。農場が位置する嬬恋村は夏秋キャベ

ツの産地として有名で、旬の時期になると農場

の周辺は一面キャベツ畑が広がるようになり

ます。また周辺には鹿沢温泉、万座温泉、草津

温泉などの温泉やスキー場などのレジャー施

設があるため休日は温泉に入ったり、スノーボ

ードをしたりと自然を満喫できます。 

 

担当業務について 

現在は遺伝資源チームにて遺伝資源保存の

業務に携わっています。嬬恋農場では1,708点

…いま何してる？… 嬬恋：田中 智大 調査員 

傾斜のあるほ場 

本培土後 

培養作業のようす 
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のばれいしょ遺伝資源を保存しています。業務

内容としては大きく３つに分けられ、ばれいし

ょ遺伝資源の保存及び配布、ばれいしょの特性

調査、ばれいしょの超低温保存用培養苗の提供

になります。 

ばれいしょ遺伝資源の保存及び配布につい

ては、ビニールハウス内でのプランター栽培で

ばれいしょを栽培し塊茎を収穫しています。栽

培期間中には灌水や薬剤散布、誘引等の栽培管

理を実施しています。また塊茎着生が乏しい品

種については培養苗での保存も行っています。

収穫した塊茎については、温度管理ができる貯

蔵庫で保存し、配布申請があった際には塊茎の

送付を行っています。ばれいしょの特性調査で

は嬬恋農場で保存しているばれいしょについ

て、年間 35 系統ずつ、１～3 次の調査形質の

内 38 項目（延べ 1,330 項目）について調査

を行い、得られたデータをジーンバンクの遺伝

資源データベースに登録しています。また、ば

れいしょの超低温保存用培養苗の提供につい

ては、遺伝資源研究センターへ超低温保存のた

めの材料となる培養苗の供給を行っており、年

間 100 系統の提供を目標に実施しています。

これらの業務をチーム内で分担、協力しながら

進めています。 

業務では多品種のばれいしょを扱っている

ため、塊茎の形や色、葉の形などがさまざまで、

いろいろな特性を持ったばれいしょがあり非

常に興味深いです。また早晩性や栽培種、野生

種などの違いもあるため、それぞれの植物の状

態を見ながら栽培管理を行う必要があり、植物

を見る観察力が重要であると日々の業務の中

で感じています。培養管理では雑菌等によるコ

ンタミネーションが起こらないように細心の

注意を払いながら作業を行わなければならな

いため、非常に神経を使う作業になっています。

遺伝資源は品種改良などの材料となる重要な

ものであるため、責任感を持ちながら日々業務

に携わっています。 

 

今後の抱負 

嬬恋農場での遺伝資源業務に携わるように

なって、今年で３年目となりました。業務全体

の流れを把握できるようになり、だんだんと自

分で出来ることが増えてきたように感じます。

しかしまだまだ植物の栽培管理や培養技術に

ついて未熟な部分が多くあるため、先輩職員の

方々のアドバイス等を聞きながら技術の向上

に努めていきたいと考えています。また、今後

は人事異動等で様々な業務を担当することに

なると思いますので、それぞれの業務の中で必

要な技術をしっかりと身に付け、いろいろな業

務をこなせるような人材になりたいと思いま

す。

 

 

自己紹介 

つくば本所試験・検査部特性調査業務課の関

山佳弘です。私は平成 31 年 1 月に本所品種保

護対策課に採用され、同年４月に嬬恋農場へ配

属されました。嬬恋農場では 1 年という非常に

短い期間でしたがばれいしょの原原種生産に

携わり、植え付けから収穫・選別、病害検定ま

で経験することができました。そして、翌年の

令和２年４月に本所試験・検査部栽培試験課

（現在の特性調査業務課）に配属となり現在に

至っています。 

 

…いま何してる？… 本所：関山 佳弘 調査員 

ばれいしょのプランター栽培 
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現在の業務について 

品種登録のための栽培試験を担当しており、

配属された当初は主に観賞樹を扱うチームで

ヘーベ属、オウゴンカズラ種、ペペロミア属、

フジウツギ属及びアルテルナンテラ・ブラジリ

アナ種といった植物を担当しました。本所は新

たに出願のあった植物や栽培試験の経験が浅

い植物を多く扱っており、その植物に合った栽

培方法や調査方法をある程度確立してから他

の農場へ移管するという役割を担っています。

そのため、お恥ずかしながら、初めて聞く植物

ばかりで名前と植物を一致させることが最初

の仕事でした。初めての栽培試験で担当植物を

持たせていただき、作業計画から報告書の提出

まで完結させることができたときは、達成感と

いうよりは安心した気持ちでいっぱいになっ

たことを覚えています。 

本年の４月からは野菜を扱うチームに配置

換えとなり、現在はレタス種、タマネギ種の主

担当をしており、稲種、ソラマメ種等の副担当

をしています。野菜の栽培試験はつくばみらい

市にある農研機構谷和原ほ場の一部（約 39a）

を借りて実施しています。片道 20 分ほどかけ、

管理や調査で忙しい時は毎日通っています。野

菜の栽培試験は、形態的特性の表現型で出願品

種と既存品種の区別性を見出すことが大変難

しいです（スーパーで野菜の品種を見分けるこ

とが難しいのと一緒ですね）。今年の春は先輩

職員からの助言を頂きつつ、調査前には供試品

種の情報収集や仮調査を行うなど事前準備に

時間を費やして調査に臨むことができ、なんと

か乗り切ることができました。 

今後の抱負 

レタス種の栽培は途中から引き継いだので

１から栽培を経験していません。秋播き、冬播

きと今後もレタスの栽培試験は実施される予

定なので、一通り経験して栽培技術取得に努め

たいと思います。また、稲種の副担当として先

輩職員から栽培技術や調査方法について指導

を受けていますので、そちらの技術習得も喫緊

の課題です。 

採用されてから 2 年が経過し、今までは先

輩職員から指導を受けるのみでしたが、これか

らは人に教える機会も増えていきます。私は人

に説明することがあまり得意ではありません

が、なんとなく「こういう風にやるんだよ」と

教えるのではなく、私自身の業務への理解を深

めるためにもしっかりと理由付けをして指導

していきたいと思います。 

谷和原ほ場での作業 

谷和原ほ場 レタス 

田植え 苗渡し 
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した。 

6 月 1 日から 2 日にかけては各技術委員会や理事会、事務局から昨年の活動報告や改

正案の根拠となる実証データの説明が行われました。6 月 3 日には Information 

Session が開かれ、はじめに今回の総会のオーガナイザーであるエジプトの検査機関か

ら国内の種子産業についての紹介がありました。エジプトは、冬季、夏季、ナイル季（モ

ンスーン季）があり、その環境を活かしたジャガイモの生産が最も盛んで、次いで飼料作

物やテンサイ、果物などが続きます。野菜種子は年間 82ｔほど生産されているそうで

す。また、今後の課題として小麦や稲栽培に注力することや機械化による効率化などが挙

げられたほか、2019 年から植物新品種保護に関する国際同盟（UPOV）に加盟したこ

とを説明されていました。 

会議の最後には理事会から ISTA 憲章の軽微な改正や年会費の金額（維持）について説

明があったほか、 ISTA 証書の電子化（e-certificate）に関する取組状況に加え、若手の

検査者の勧誘・育成を目的とした「Young@ISTA」という新たな活動にスポットが当て

られていました。その後、来年のオーガナイザーであるニュージーランドの代表から年次

総会およびシンポジウムの開催場所であるクライストチャーチの紹介、再来年のオーガナ

イザーであるロシアの代表からセントピーターズバーグの紹介がプロモーションビデオを

用いて行われ、会議が締めくくられました。 

 オンラインではあったものの、コロナ禍においてもこのような充実した総会が行わ

れ、健全な種苗の流通と公平な検査を実現するべく活発な議論が行われたことを喜ばしく

思います。このパンデミックが早く収束し、来年の総会では同じ志を持った検査機関の仲

間たちと再会できることを願っています。 

（種苗検査課 佐々木 秋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

令和３年度４月から新しい第５期中長期計画（5 カ年）がスタートしました。種苗管理

センターでは改正種苗法に対応するため、関係規程・要領を整備し、将来的には全ての出

願品種について適切な特性調査が可能となることを目指した体制整備を行うこととしてい

ます。また、効率的な種苗検査、高品質の原原種生産・配布を行うとともに、研究部門と

の連携による機能強化、業務の効率化を行うこととしています。次号から、これらの業務

紹介を予定しています。（種苗戦略室）                       

（編集・発行）  農研機構  種苗管理センター  種苗戦略室  

茨城県つくば市藤本２－２  

TEL 029-838-6587 FAX 029-838-6583 

ncss-info@naro.affrc.go.jp 

https://www.naro.affrc.go.jp/laboratory/ncss/  ＜令和 3 年８月＞ 


